
新春を迎えて

　あけましておめでとうございます。

　県民の皆様方には、健やかに初春を迎えられたこととお慶び申し上げます。

　清々しい新春の朝に、新たな時代の息吹を感じながら、皆様方のご健勝とご多幸

を心から願うとともに、希望に溢れる豊かな愛知を築いてまいりたいと決意を

新たにしたところであります。

　我が国の経済状況について、景気は緩やかに回復しつつあり、海外景気の下振

れが、我が国の景気を下押しするリスクとなっているとはいえ、各種政策の効果が

発現するなかで、家計所得の増加傾向が続くなど、景気回復の動きが確かなもの

となることが期待されております。

　こうした中、県民の皆様が安心して暮らすことのできる安全で災害に強い地域

づくりが求められ、将来に希望の持てる施策の実施が一層必要とされております。

　昨年は、第２回となる国際芸術祭「あいちトリエンナーレ2013」が開催され、

盛況のうちに幕を閉じました。街中が芸術や文化によって活気に満ち溢れ、芸術が

人々や地域にもたらす力というものを再認識することができました。

　本年は、環境・経済・社会の統合的な発展を目指す「持続可能な開発のための

教育（ESD）に関するユネスコ世界会議」、モノづくり技能尊重の気運を醸成する

「技能五輪全国大会」及び「全国障害者技能競技大会（全国アビリンピック）」が

本県で開催されます。これらはいずれも、この地域社会の未来を担う人材力の活性化

及び地域力の強化につながるものと期待しております。

　新たな年を迎え、私ども議会は、県民の皆様方の厚い信頼に応え、魅力と活力に

溢れた社会づくりのため、常に将来を見据え、直面する諸課題の解決に向けて真摯

に議論を尽くし、時代に的確に対応した施策がより効果的に実施されるよう自らの

役割と責任を果たしてまいります。

　県民の皆様方におかれましては、これからのより良い愛知づくりのために更なる

お力添えを賜りますようお願い申し上げますとともに、本年が皆様方にとりまして

一層輝かしい年となりますよう心からお祈り申し上げます。

平成26年元旦

すがすが

よろこ

あふ

あふ

新春を迎えて

　あけましておめでとうございます。

　県民の皆様方におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと存じます。

　昨年は、円高是正、デフレ脱却に向けた政策が進められ、景気が緩やかに回復に

向かうなど、ようやく明るい兆しが見えた年でした。このような中で、日本一の産業県・

愛知が我が国の産業経済を牽引していくという決意のもと、産業競争力の強化に

全力で取り組んでまいりました。

　今年は、こうした取組を一層発展させ、愛知の活力と豊かさを更に高めていくと

ともに、2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催や、2027年の

リニア中央新幹線の開業を視野に入れた地域づくりをしっかりと進めてまいります。

　このため、産業空洞化対策減税基金による日本一の補助制度を活用した企業

立地や研究開発に対する支援、航空宇宙や次世代自動車を始めとした次世代産業

の育成・振興、民間の力を引き出す規制改革の実現など、産業力の革新的強化に

全力で取り組んでまいります。

　また、元気な愛知の基盤となる人づくりとして、愛知の産業を支えるモノづくり人材

の育成、世界を舞台に活躍するグローバル人材の育成などに取り組んでまいります。

　さらに、利便性の高い交通体系の形成や、農業の高付加価値化、観光魅力のPR

強化などにより、愛知の総合力を一段と高めてまいります。そして、女性の活躍

推進や、障害者福祉を始めとした福祉・医療の充実、地震防災対策の強化はもとより、

学術、スポーツ、文化、芸術面の魅力向上に取り組み、住みやすく、住んでいて楽しい

地域づくりにも力を注いでまいります。

　また今年秋には、「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」、「技能五輪全国大会・全国

アビリンピック」が開催されます。地域が一丸となって成功に導き、愛知の魅力を

全国・世界に向けて発信してまいります。

　これらの取組を通じて、「世界と闘える愛知」の実現を目指してまいりたいと考えて

おりますので、県民の皆様の一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。
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　「あいち森と緑づくり税」の
　延長について

県では、「山から街まで緑豊かな愛知」を目指し、平成21年度
から10年計画で実施している「あいち森と緑づくり事業」に
ついて、県内の森と緑の状況や、これまでにいただいた事業
に対する意見・要望などを踏まえて、後半5年間も継続するこ
ととしました。
それに伴い、この事業の財源である「あいち森と緑づくり税」
についても、平成30年度まで5年間延長することとしました。
なお、「あいち森と緑づくり税」は、個人県民税（住民税）の納
税義務者の方には均等割に年額500円を、法人県民税の納
税義務者の方には均等割の5％（年額1,000円～40,000円）
を、それぞれ加算してご負担いただいています。

▽問合せ＝【税制】税務課☎052（954）6049
【森林・里山林】森と緑づくり推進室☎052（954）6455
【都市の緑】公園緑地課☎052（954）6526
【環境学習等】環境政策課☎052（954）6210

　めざせ！地域のヒーロー消防団
　1月20日は「あいち消防団の日」

県では、今年から毎年1月20日を「あいち消防団の日」として
制定し、県民の皆様に消防団に対する理解を深めていただく
とともに、地域における消防団員の確保を図っています。
消防団は、地域の実情をよく知っており、組織力と機動力を持
ち、災害時にすぐさま現場に駆けつけることができることから、
地域住民の大きな支えであると同時に、地域の安全のために
なくてはならない存在です。
地域の安心・安全を守るヒーロー「消防団」への加入促進を
目指して、「あいち消防団の日」である1月20日㊊には、県内の

全市町村で一斉にPR活動を実施し、消防団の重要性や魅
力を発信します。

▽ホームページ＝http://www.pref.aichi.jp/0000056897.html

▽問合せ＝消防保安課☎052（954）6195

　私立学校入学納付金貸付金について
　（平成26年度入学者対象）

この春に新しく県内の私立高等学校又は私立専修学校高等
課程に入学される方で、一定の所得基準に該当する方に、入
学納付金の一部を無利息でお貸ししています。

▽貸付限度額（一人当たり）＝私立高等学校入学者：10万円、
私立専修学校高等課程入学者：5万円

▽申請期限＝私立高等学校推薦入試合格者：2月7日㊎まで、
私立高等学校一般入試合格者：3月20日㊍まで、私立専修学
校高等課程推薦入試及び一般入試合格者：3月7日㊎まで

▽申請方法＝入学される学校へ直接お申込ください。

▽問合せ＝一般財団法人愛知県私学振興事業財団☎052
（951）5691

　入札参加資格審査の申請を
　受け付けます

平成26年度・27年度に県が発注する次の入札案件について参
加資格審査の申請を受け付けます。なお、①、②は申請期間は
同じですが、別々の申請ですので、それぞれで申請してください。
①工事及び建設コンサル等に関するもの

▽内容＝建設工事及び設計・測量・建設コンサルタント等業務

▽申請期間＝1月6日㊊～2月17日㊊

▽申請方法＝あいち電子調達共同システム（CALS／EC）の
ホームページ（https://www.chotatsu.e-aichi.jp/portal/
index.jsp）から申請してください。

▽問合せ＝建設総務課☎052（954）6608、農林検査課☎
052（954）6394、企業庁総務課☎052（954）6671

②物品等に関するもの

▽内容＝物品の製造・販売、物品の買受け、役務の提供等

▽申請期間＝1月6日㊊～2月17日㊊

▽申請方法＝あいち電子調達共同システム（物品等）のホー
ムページ（http://www.buppin.e-aichi.jp/index.html）
から申請してください。

▽問合せ＝調達課☎052（954）6645

　平成24年度決算の概要について

平成24年度決算が平成25年12月県議会で認定されました。

詳細は、中央県民生活プラザ情報コーナー（県自治センター）
で決算書などを閲覧いただけるほか、県公報〔http://www.
pref.aichi.jp/homu/kofu/〕（平成25年12月10日発行第
3039号）でも概要をご覧いただけます。

▽ホームページ＝http://www.pref.aichi.jp/0000045387.html

▽問合せ＝会計局管理課☎052（954）6643

　あいち人権講座の開催

県では、生活困窮者の人権についての理解を深めるため、講
演会を開催します。人と人との絆について問い直し、社会的に
孤立した人や生活困窮者の支援について考えます。

▽日時＝1月21日㊋ 14時30分～16時

▽場所＝刈谷市総合文化センター小ホール（刈谷市）

▽テーマ＝「助けて」と言える国へ－困窮者支援の現場から
見た今日の日本－

▽講師＝奥田知志（NPO法人北九州ホームレス支援機構
理事長）　

▽参加無料

▽事前申込等＝事前申込は不要、先着順（定員200名）

▽その他＝要約筆記あり

▽ホームページ＝http://www.pref.aichi.jp/0000066882.html

▽問合せ＝人権推進室☎052（954）6167

　陶磁美術館 企画展「モダニズムと民藝　
　北欧のやきもの：1950’s－1970’s」

日本で初めて開催される、今日の「北欧デザインブーム」の先
駆けとなった「北欧のやきもの」をテーマにした展覧会です。
半世紀前に当時の博覧会などで高い評価を受けた陶芸作
品を始め、当時の北欧と関わりのあった日本の陶芸家たちの
作品など約160点をご紹介します。

▽会期＝1月11日㊏～3月23日㊐

▽場所＝愛知県陶磁美術館（瀬戸市）

▽開館時間＝9時30分～16時30分（入館は閉館30分前まで）

▽休館日＝毎週月曜日 ＊ただし月曜日が休日の場合は、直後
の平日

▽観覧料＝一般600円（480円）、高校生・大学生500円（400
円）、中学生以下無料 ＊（　）内は20名以上の団体料金

▽ホームページ＝http://www.pref.aichi.jp/touji/

▽問合せ＝陶磁美術館☎0561（84）7474
　　県美術館 コレクション企画
　「アイチのチカラ！」

愛知県美術館では、戦後の愛知の芸術の歩みを振り返り、
現在に至るまでの愛知のアートを、美術館のコレクションでご
紹介しています。
是非ご覧いただき、愛知のアートの豊かな未来を感じ取って
ください。

▽会期＝2月2日㊐まで

▽場所＝愛知県美術館（名古屋市東区）

▽開館時間＝10時～18時 ※㊎は20時まで（入館は閉館30
分前まで）

▽休館日＝毎週月曜日（1月13日㊊㊗は開館し、翌1月14日㊋
は休館）

▽観覧料＝一般500円（400円）、高校生・大学生300円（240
円）、中学生以下無料　※（　）内は20名以上の団体料金

▽ホームページ＝http://www-art.aac.pref.aichi.jp/

▽問合せ＝県美術館☎052（971）5511㈹

　「第32回全国都市緑化あいちフェア」
　の愛称募集

県では、愛知万博10周年に当たる平成27年秋に、モリコロ
パークをメイン会場とする「第32回全国都市緑化あいちフェア」
を開催します。

現在、このフェアにふさわしい、誰もが覚えやすく、言いやすい、
親しみのあるフレーズで表現した「愛称」を募集しています。

▽応募資格＝県内外を問わず、どなたでも応募可

▽募集期間＝1月20日㊊まで（必着）

▽応募方法＝愛称のほか、住所、氏名（ふりがな）、性別、年
齢、電話番号、勤務先（学校名・学年）を記載して、郵送、
FAX、Eメールのいずれかで実行委員会事務局まで応募し
てください。
〒460－0001名古屋市中区三の丸三丁目2－1、FAX：052
（961）1007、Eメール：ryokkafair@pref.aichi.lg.jp

▽ホームページ＝http://www.pref.aichi.jp/0000067098.html

▽問合せ＝第32回全国都市緑化あいちフェア実行委員会
事務局☎052（954）6636

　「設楽ダム連続公開講座」の
　参加者募集

第9回とよがわ流域県民セミナーの参加者を募集します。

▽テーマ＝設楽ダム－ダムサイトの技術と安全性－

▽日時＝2月15日㊏ 13時～16時30分

▽場所＝愛知県奥三河総合センター 講堂（設楽町）

▽定員＝400名（申込順、定員に余裕があれば当日参加も可）

▽参加無料

▽内容＝講演と質疑応答

▽講師＝国土交通省職員、紺谷吉弘氏（立命館高校非常勤
講師）

▽申込受付＝1月6日㊊～2月13日㊍（必着）

▽申込方法＝ホームページに掲載している所定の参加申込
書に必要事項を記載の上、Eメール又はFAXでお申込みく
ださい。Eメール tochimizu@pref.aichi.lg.jp FAX052（961）
3293

▽ホームページ＝http://www.pref.aichi.jp/0000067083.html

▽その他＝当日の様子をインターネットのユーストリームにより
同時配信します。

▽問合せ＝土地水資源課☎052（954）6122

　「就職キャラバン 新規大卒者等
　合同企業説明会」の参加者募集

県では、平成26年3月卒業予定の大学生等及び既卒者の
方々の就職を支援するため、新規大卒者等合同企業説明会
を開催します。是非ご参加ください。

▽日時＝1月14日㊋、30日㊍ いずれも13時～17時

▽場所＝名古屋栄ビルディング12階（名古屋市東区）

▽内容＝企業の人事担当者が企業概要・求人内容等を直接
説明

▽対象＝平成26年3月卒業予定の大学・短大・専修学校等の
学生及び40歳未満の若年求職者

▽入場料等＝無料、入退場自由、事前予約不要

▽参加企業数＝それぞれ20社（予定）

▽その他＝説明会を有効活用し、早期内定獲得につなげる
方法をアドバイスするための事前ガイダンスも実施します。
（①12時30分～、②13時～）

▽ホームページ＝http://www.caravan2014.com

▽問合せ＝就業促進課☎052（954）6366

　県営住宅の入居者募集（抽選）

▽募集住宅＝【新設】猪子石住宅（名東区）始め3団地104戸
【既設】清明山住宅（千種区）始め163団地329戸

▽案内書の配布＝県民生活プラザ、市区町村役場（名古屋
市役所は除く。）、住まいの窓口（栄地下街南通路）、県住宅
供給公社各住宅管理事務所など

▽郵送受付＝1月6日㊊～1月14日㊋（消印有効）

▽問合せ＝県住宅供給公社賃貸住宅課☎052（954）1362

お知らせ

行催事・募集

県では、冬の省エネキャンペーンとして「わが家の省エネ＆CO2ダイエット作戦」を実施しています。
ご家庭で使用した電気やガスなどの量を専用ホームページに入力して、CO2排出量を確認すると、抽選でプレゼントが
当たります。この冬は、「わが家の省エネ＆CO2ダイエット作戦」に参加して省エネとCO2の削減に取り組みましょう。

▽参加方法＝ ①専用ホームページ（http://co2diet.info/）にアクセスし会員登録をしましょう。
 ②キャンペーン期間中に12月、1月、2月分の電気やガスなどの使用量を専用ホームページに入力しましょう。

▽期間＝3月10日㊊まで

▽その他＝プレゼントなどの詳細は専用ホームページをご覧ください。

▽問合せ＝地球温暖化対策室☎052（954）6242

2014年11月に愛知県で「持続可能な開発のための教育（ESD）に関するユネスコ世界会議」が開催されます。ESD
（Education for Sustainable Development）とは、かけがえのない地球を未来へつなげる人づくりの取組であり、日本の
提唱により、2005年から「国連ESDの10年」として、世界各国で取組が進められています。
今回の会議は、その最終年を締めくくる重要な世界会議で、各国政府代表を始め数千人規模の
人たちが集まり、各国の取組や今後の方策が議論されます。
ESDユネスコ世界会議あいち・なごや支援実行委員会では、会議が安全・安心で円滑かつ快適
に行われるよう、地元関係者と連携して、しっかりと準備を進めていきます。さらに、会議が開催さ
れる2014年を「ESDイヤー」として位置づけ、1月13日のESDイヤー・キックオフイベントを皮切り
に、5月には半年前イベントを開催し、世界会議の開催にあわせて11月には「あいち・なごやの
ESD交流・発信の場」を設けるなど、開催機運を一層盛り上げていきます。

▽ホームページ＝http://www.esd-aichi-nagoya.jp

▽問合せ＝ESDユネスコ世界会議あいち・なごや支援実行委員会☎052（951）5352

2014年はESDユネスコ世界会議が開催される「ESDイヤー」です！

平成25年11月末現在、交通事故死者191人のうち、高齢者（65歳以上）は98人と半数以上を占めています。

なくそう！高齢者の交通事故

　歩行中の死亡事故が多発！
高齢者の交通事故死者98人を当事者別に見てみる
と、歩行者が47人で全体の約半数を占めています。
歩行者の事故形態としては、道路横断中が約7割を
占めています。

　身近なところで発生！
歩行中・自転車乗用中に交通事故で亡くなった高齢
者のうち、8割以上の方が自宅から1km以内で事故
に遭っています。慣れた道でも油断は禁物です。

　夜間死亡事故の多くが反射材なし！
夜間（18時～翌日の6時）に交通事故で亡くなった
高齢者のうち、9割以上の方が反射材を着用してい
ませんでした。
明るい服装と反射材を身に付けた場合、暗い服装
だけの場合と比べて3倍以上の距離にいる車から
確認することができます。

なくそう！高齢者の交通事故

現在、県民の皆様からのご意見を
下記のとおり募集しています。
資料については、問合せ先の課及
びお近くの県民生活プラザで閲覧
できます。また、県のホームページ
でもご覧いただけます。

しっかり
ユウゾーくん いろいろ

キクヨちゃん

あなたのご意見を
お願いします！

愛知県をもっと
良くしていくために。

http://www.pref.aichi.jp/0000008347.html

県 民 意 見 募 集

■本宮山県立自然公園の公園区域及び
　公園計画の変更（案）

▽意見募集期間＝１月24日㊎まで

▽問合せ＝自然環境課☎052（954）6228

■愛知県動物愛護管理推進計画の改定（案）

▽意見募集期間＝1月15日㊌まで

▽問合せ＝生活衛生課☎052（954）6298

■愛知県子ども読書活動推進計画（第三次）（案）

▽意見募集期間＝1月23日㊍まで

▽問合せ＝教育委員会生涯学習課☎052（954）6781

●一般会計
2兆2，521億7，890万5，344円
2兆2，417億7，349万6，865円

51億6，982万1，878円
52億3，558万6，601円

歳　入（A）
歳　出（B）
翌年度繰越財源（C）
実質収支（A－B－C）

●特別会計
　歳　入
   歳　出（12会計）

7，454億   518万5，289円
7，303億9，797万6，380円

2014年はESDユネスコ世界会議が開催される「ESDイヤー」です！
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東　海 【SKE48のあいちテル！】 ……毎週土曜日…… ＜17：26～17：30＞

中　京 【クリック！あいち】 ……毎週金曜日…… ＜22：54～23：00＞
 　　　　　　　　　再放送 ……毎週土曜日…… ＜  5：25～  5：30＞

ＣＢＣ 【あいち県政リポート】 毎月第2･第４土曜日 ＜11：25～11：29＞
東　海 【こんにちは愛知県です】 毎月第1･第3金曜日 ＜10：35～10：38＞
ＦＭ AICHI 【ＡＩＣＨＩ ＳＡＴＵＲＤＡＹ ＴＯＰＩＣＳ】 毎月第1･第3土曜日 ＜  7：30～  7：33＞
ＺＩＰ－ＦＭ 【ＡＩＣＨＩ ＳＵＮＤＡＹ ＴＩＰＳ】 毎月第1･第3日曜日 ＜  7：23～  7：26＞

県のテレビ番組（1月）  県のラジオ番組（1月）

※テレビ番組･ラジオ番組の放送日時は、番組編成により変更になることがあります。

・ホームページ　 http：//www.pref.aichi.jp/ ・インターネット情報局　http：//www.doga.pref.aichi.jp/
・広報広聴課 Facebook　http://www.facebook.com/aichikoho

1月、2月は「はたちの献血キャンペーン」実施中です。 ～はたちのあなたに救える命～ この冬の省エネ・節電にご協力をお願いします。 ～電力を賢く使う「スマート・ユース」で、無理のない範囲での節電を！～

愛知県広報広聴課
052（954）6170（ダイヤルイン）
〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目1-2

愛知県の
広報紙
No.990
毎月第１日曜日

掲載


